
第 10 回 CEE シンポジウム 

 

エネルギーシステムインテグレーション 

－スマートグリッドがもたらすもの－ 

 

主催： 東京大学 エネルギー工学連携研究センター               (CEE) 

共催： 東京大学 先端電力エネルギー・環境技術教育研究センター（APET） 

共催： 東京大学 エネルギー・資源フロンティアセンター   （FRCER） 

 

日時： 平成２３年６月１０日（金）１０：３０〜１７：３０ 

場所： 東京大学生産技術研究所コンベンションホール（An 棟２階） 

 

趣旨 

 地球環境問題解決に向けた日本や世界での取り組みが行われているさなか、3.11

の東日本大震災が発生した。大量の電源の同時喪失、計画停電、原子力発電所の事故

は、電力分野の需給、50Hz/60Hz の連系、揚水運用、省エネルギーを始めとし、ガス、

石油を含めたエネルギー全般に対する一般の関心の高め、様々な課題・論点を提起し

た。 

一方、スマートグリッドは、リーマンショック後の経済復興政策の目玉となり世界

的な注目を集めてきた。送配電網の監視・制御・保護、スーパーグリッドと呼ばれる

長距離大容量送電線などの電力応用に始まり、熱など他のエネルギー要素を含めたス

マートエネルギーネットワーク、エネルギー使用量のモニタリングデータを活用した

新ビジネスの展開、さらにはスマートハウス、スマートコミュニティなど、より広い

概念を生みつつある。 

このスマートグリッドの電力技術としての革新的部分は、「電力システムにおける

需給バランス確保に、従来の供給側に加えて需要側が大きな役割を果たす」という、

「需要の能動化」の考え方であり、米国、ヨーロッパでもこの方向での取り組みは継

続的に強力に進められている。震災後行われた計画停電は、需給バランスに需要の調

整を取り込む、極めて特異な例とも言える。 

そこで、第１０回 CEE シンポジウムでは、震災により提起された視点を含め、エ

ネルギーシステムの新たな展開であるエネルギーインテグレーションの視点から、国

内外のスマートグリッドへの取り組みを分析し、住宅、自動車という二つの需要分野

と電力システム全体でのスマートグリッドに関する取り組み、技術課題、今後の方向

性を議論し、パネルディスカッションでは十分な時間をかけた意見交換を行う。 



■プログラム 

10:30-10:35 開会の辞    

10:35-11:15 海外のスマートグリッド  

  東京大学エネルギー工学連携研究センター 特任研究員 

        池田 裕一 

11:15-11:55 スマートグリッド海外の実証の動向 

  ＧＥエナジー ディジタルエナジー 技監       鈴 木  浩  

11:55-12:35 エネルギーインテグレーションと国内実証 

      東京大学エネルギー工学連携研究センター 特任教授 荻本 和彦  

12:35-13:35 休 憩 

13:35-14:15 住宅におけるエネルギーマネジメント 

  東京大学エネルギー工学連携研究センター 准教授  岩船由美子  

14:15-14:55 日産リーフに見る電気自動車の市場受容性と 

社会システムとしての展望   

           日産自動車 企画・先行技術開発本部 エキスパートリーダー 

                                                              上田 昌則  

14:55-15:35 電力システムの将来 

  東京大学大学院工学系研究科 先端電力エネルギー・環境技術 

教育研究センター 特任教授  谷口 治人  

15:35-15:50 休 憩 

15:50-17:20 パネルディスカッション -エネルギーインテグレーション-  

                   各 講 師 

17:20-17:30 閉会の辞 

     

 意見交換会 17:40～ コンベンションホール・ホワイエ    

 

■参加費：無料 

 要旨集代：2,000 円、意見交換会費：3,000 円（当日、受付にてお支払いください） 

 

■申込方法：以下の HPより必要事項を入力の上、お申し込みください 

      http://www.energy.iis.u-tokyo.ac.jp/html_seminar/s20110610.html 

      ＊申込締切日６月３日(金)または定員２５０名に達した時点 

■お問い合わせ 

 東京大学エネルギー工学連携研究センター 江頭 桂子(えとう けいこ) 

 電話：03-5452-6899  ファックス：03-5452-6728 

 電子メール：cee@iis.u-tokyo.ac.jp  


